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ドイツ「SNS対
たい
策
さく
法
ほう
」（2018年

ねん
本
ほん
格
かく
運
うん
用
よう
）

ヘイトスピーチ（民
みんしゅう

衆扇
せん

動
どう

罪
ざい

）などの違
い

法
ほう

投稿を公
こう

開
かい

した場
ば

合
あい

大
おお

手
て

のSNS企
きぎょう

業には24時
じ

間
かん

以
い

内
ない

の削
さく

除
じょ

義
ぎ

務
む

違
い

反
はん

したSNS事
じぎょうしゃ

業者は
最
さい

大
だい

5000万
まん

ユーロ（約
やく

65億
おく

円
えん

）の過料
苦
くじょう

情処
しょ

理
り

は
相
そう

談
だん

窓
まど

口
ぐち

などの整備義務、半
はん

年
とし

ごとの（削除件
けん

数
すう

／内
ない

容
よう

等
とう

）報
ほう

告
こく

義務
削除判

はん
断
だん

に悩
なや

んだときは
政
せい

府
ふ

から独
どく

立
りつ

した「認
にん

定
てい

自
じ

主
しゅ

機
き

関
かん

」（FMS）に委
ゆだ

ねる。

　ドイツなどのヨーロッパでは
インターネット上の人権侵害に
ついてSNS企業に削除義務や
多
た

額
がく

の賠
ばいしょうきん

償金を課
か

すなど企業の
人権問

もん
題
だい

に対
たい

する社会的責
せき

任
にん

を
重
おも

くとらえているね。

　プロバイダ責
せき

任
にん

制
せい

限
げん

法
ほう

が改
かい

正
せい

され、発
はっ

信
しん

者
しゃ

情報の開
かい

示
じ

手
て

続
つづ

きが簡
かん

素
そ

化
か

されるようです
が、個

こ
人
じん

で対
たい

応
おう

することはま
だまだ難

むずか
しい。相談窓口や専

せん

門
もん

の相談員
いん

が身
み

近
ぢか

にいるとい
いね。

　憲法第14条には「差別
されない権

けん
利
り

」が書
か

かれて
いるけど、裁

さい
判
ばん

では、プラ
イバシーの侵害などでしか
裁
さば

けない・・・。

　インターネット上の人権侵害、差
別扇動に対する適

てき
切
せつ

な対策は世
せ

界
かい

共
きょうつう

通の課
か

題
だい

。先
せん

駆
く

的
てき

な取
と

り組
く

みに学
びたい。

　差別の解
かいしょう

消に向
む

けての法整備
や被

ひ
害
がい

者
しゃ

の救
きゅう

済
さい

をどう進
すす

めてい
くかが問

と
われているね。

　インターネットのマナーや
ルールも大

たい
切
せつ

だけど、人権意
い

識
しき

や差別に対する自
じ

分
ぶん

なりの
行
こう

動
どう

を確
たし

かなものにするため
に、現

げん
実
じつ

の具
ぐ

体
たい

的
てき

事
じ

例
れい

を通
とお

し
て学

まな
ぶ、学

がっ
校
こう

での人権・同
どう

和
わ

教
きょういく

育や企業の研
けんしゅう

修、市
し

民
みん

への
啓
けい

発
はつ

が大
だい

事
じ

だね。

フランス「ヘイト・コンテンツ対策法」（2020年5月
がつ
）

違法投稿、違反企業は
罰
ばっ

金
きん

最大125万ユーロ（約1億5千
せん

万円）
投稿者は
実
じっ

刑
けい

最大1年又
また

は最大200万円の罰金

EU（欧
おう

州
しゅう

連
れん

合
ごう

）では、ヘイトクライムにつながるSNS投
とう

稿
こう

やフェイクニュース
などの情

じょう
報
ほう

操
そう

作
さ

に対
たい

する規
き

制
せい

を進
すす

めています。
※ヘイトクライム・・・人

じん
種
しゅ

、民
みん

族
ぞく

、宗
しゅう

教
きょう

、性
せい

的
てき

指
し

向
こう

、障
しょう

がいなどを理
り

由
ゆう

とした憎
ぞう

悪
お

や
偏
へん

見
けん

を動
どう

機
き

とする犯
はん

罪
ざい

日に
っ
本ぽ
ん
国こ
く
憲け
ん
法ぽ
う
第だ
い
十
四
条じ
ょ
う

「
す
べ
て
の
国こ
く

民み
ん

は
、
法
の
下も
と

に
平び
ょ
う
ど
う等
で
あ
っ
て
、
人

種
、
信し
ん
じ
ょ
う条、
性せ
い

別べ
つ

、
社し
ゃ

会か
い

的て
き

身み

分ぶ
ん

又
は
門も
ん

地ち

に
よ
り
、
政せ
い

治じ

的て
き

、
経け
い

済ざ
い

的
又
は
社
会
的
関か
ん

係け
い

に
お
い
て
、
差さ

別べ
つ

さ
れ

な
い
。
」
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※
福ふ
く

岡お
か

県
で
は
、
二
〇
一
八
年
「
福
岡
県
人
権
教
育
・
啓け
い

発は
つ

基き

本ほ
ん

指し

針し
ん
」
を
改か
い
定て
い
し
、
人
権
教
育
や
啓
発
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
掲け
い
示じ

板ば
ん
な
ど
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
人
権
侵
害
や
差
別

に
つ
な
が
る
書
き
込こ

み
を
見み

つ
け
た
と
き
は
、
法ほ
う

務む

局き
ょ
く

と
連れ
ん

携け
い

し
て
、

プ
ロ
バ
イ
ダ
に
対
し
、
削
除
要
請
を
し
て
い
ま
す
。

　
県
民
意い

識し
き
調ち
ょ
う
さ査
で
は
、
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
よ
る
人
権
侵
害
」

へ
の
関か
ん

心し
ん

が
大お
お

き
く
増ふ

え
て
い
ま
す
。

和
わ
歌
か
山
やま
県
けん
「部落差別解消推進条

じょうれい
例」（2020年3月施

し
行
こう
、同
どう
年12月改

かい
定
てい
）

ネットを利
り

用
よう

した部落差別の禁
きん

止
し

プロバイダの責
せき

務
む

県等からの要
よう

請
せい

、自主規制による部落差別投稿の削除
部落差別情報の削除のためのガイドラインの策

さく
定
てい

、改定
部落差別を禁止する広

こう
報
ほう

活
かつ

動
どう

部落差別を行
おこな

った者
もの

へ
説
せつ

示
じ

→指
し

導
どう

→勧
かん

告
こく

群
ぐん
馬
ま
県「インターネット誹

ひ
謗
ぼう
中
ちゅうしょう
傷等の被害者支

し
援
えん
等条例」（2020年12月施行）

全
ぜん

国
こく

初
はつ

、ネット中傷の被害者救済の条例
ネット誹謗中傷「相談窓口」を設置（3名の専門指導員）
発信者情報開示手続きなどの弁

べん
護
ご

士
し

相談
臨
りんしょう

床心
しん

理
り

士
し

による心理面
めん

でのサポート

「川
かわ
崎
さき
市
し
差別のない人権尊

そんちょう
重のまちづくり条例」（2019年12月）

全国初、刑
けい

事
じ

罰
ばつ

がある差別禁止条例（差別は犯罪）
ヘイト判

はん
断
だん

は第三
さん

者
しゃ

機関がする
刑事告

こく
訴
そ

されると罰金50万円以
い

下
か

ネット差別投稿は刑事罰の対
たいしょう

象外
がい

で削除要
よう

請
せい

　情報化社会が進むにしたがって、その匿
とく

名
めい

性
せい

、情報発
はっ

信
しん

の容
よう

易
い

さから、様
さま

々
ざま

な
人権問題が出

で
てきています。インターネット上で人権侵害を受

う
けた人は、一

いっ
刻
こく

も
早
はや

く、投稿を削除し、被害の拡
かく

散
さん

を防
ふせ

ぎたいと思
おも

うはずです。また、二
に

次
じ

被害を
恐
おそ

れてどこにも相談できずに、一
ひ と り

人で思い悩
なや

む人たちもいます。
　今、被害者の救済に配慮した実

じっ
効
こう

性
せい

のある法整備が必
ひつ

要
よう

ではないでしょうか。
社会が変

か
わろうとするとき、社会を支

ささ
える法もまた、確

かく
実
じつ

にその現実に対
たい

応
おう

する
ことが求

もと
められています。

2016年、「部
ぶ

落
らく

差
さ

別
べつ

解
かいしょう

消推
すい

進
しん

法
ほう

」が制
せい

定
てい

された背
はい

景
けい

には、インターネット上で部落差別を助
じょちょう

長する

行
こう

為
い

が続
つづ

いていることがあります。また、「ヘイトスピーチ解消法」には、国
こっ

会
かい

の附
ふ

帯
たい

決
けつ

議
ぎ

には、イ

ンターネット上のヘイトスピーチなどの解消に向けた施
し

策
さく

を実
じ

施
っし

することなどが述べられています。
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